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事前課題があります／次ページ参照



事前課題のお願い

◆別紙（エクセルデータ）の

「大学院教務の現在地 事前課題」へのご対応を

お願いいたします。

◆実施方法はシートの中に記載してあります。

◆当日はA３サイズにして ３部 ご持参ください。

（大学名・氏名は記載不要）
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担当者紹介 宮林 常崇 みやばやし つねたか

◇ 東京都公立大学法人 東京都立大学管理部理系管理課長・（兼務）学務課長

◇ 一般社団法人公立大学協会事務局参与

◆ これまでの担当部門

・東京都立大学（旧 首都大学東京）

計画・評価、教育支援、文科省出向、共通教育、全学教務、

国際化推進、副専攻、部局・キャンパス管理事務、

研究推進、広報、ＩＲ、設置認可、校名変更、全学企画・調整

・東京都立産業技術大学院大学

大学事務局の総括

◆ 現在の主な学外委員等

・文部科学省 

大学におけるハラスメント防止等の推進

に向けた普及啓発に関する調査研究（R6）有識者会議委員

・愛媛大学

教育企画室プロジェクトフェロー

・名古屋大学

高等教育研究センター教務系SD研究会／大学教務実践研究会事務局長

マネジメント人材育成研究会

・公立大学SDフォーラム 代表

◆ 主な編著書

・大学ＳＤ講座１・２・３・５（玉川大学出版部）

・大学の教務Q＆A第２版（玉川大学出版部）

・公立大学職員基礎知識ガイドブック（公立大学協会） 3

大学SD講座５
「大学教育の国際化」

12月発刊予定



企画の背景・目的・構成
令和５年10月に設置された中央教育審議会大学分科会高等教育の在り方に関する特別

部会をはじめ、様々な場で、研究力向上や国際化、リスキルといった視点から大学院
教育の充実についての議論がなされています。こうしたなか、各大学の現場で大学院
教育を支える事務職員のSDが早晩大きな課題となることが予想されます。

一方、大学院教育を支える教務は、どの大学も学部教育に比べて担当者が少なく、情
報交換や能力開発の機会も多くありません。また、大学院生としての経験がない事務
職員にとって、教員と共通認識をもつのに時間を要する業務であるという側面も、大
学院教務の課題の１つと言えます。

こうした状況をふまえ、本プログラムでは、大学院教務を担う職員の皆さんと、その
現在地を確認する作業を行いたいと考えています。具体的には、大学院教務が担う主
な業務とその課題について講師による論点整理を行ったのち、参加者それぞれが大学
院教務における実務上の課題を持ち寄り、グループに分かれて議論することで、それ
ぞれの現場が抱える課題に取り組むための手がかりとします。

【研修会の構成】

・論点整理（15分程度） 東京都立大学 宮林

・話題提供（30分程度） 茨城大学 大津先生

・グループ討議（30分程度）

・質疑応答／全体討議（15分程度）
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皆さんと
大学院教務の

SDを切り拓きたい
と思います



論点整理 学部と大学院の様々な接続のカタチ
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論点① 入学前単位認定
学部時代に大学院科目を履修させ、大学院進学後に認定する、といった、先取り
履修をしていますか？この場合の条件はありますか？

◆大学と大学院の関係
【学校教育法】
第一条 この法律で、学校とは、幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校、高等
学校、中等教育学校、特別支援学校、大学及び高等専門学校とする。

第八十五条 大学には、学部を置くことを常例とする
第九十七条 大学には、大学院を置くことができる。
第百三条 教育研究上特別の必要がある場合においては、第八十五条の規定にかか
わらず、学部を置くことなく大学院を置くものを大学とすることができる。

◆学部４年＋大学院修士１年の５年一貫コース（大学の教務Q＆A第二版 Q３）
・内部進学希望者を対象
・特に優秀な成績の学生に対し、４年次から大学院授業科目の履修を許可
・大学院入学後、修了に必要な単位として認定

◆大学院在学中に学部授業科目の履修を許可するケース
例 教員免許 や 学部と違う分野の大学院へ進学した場合
⇒修得した単位は何に使う？

参考文献 中井俊樹、宮林常崇(2023)『大学の教務Q＆A第二版』玉川大学出版部
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6（出典）中央教育審議会大学分科会大学院部会（第98回／令和２年）資料



7（出典）中央教育審議会大学分科会大学院部会（第98回／令和２年）資料



8（出典）中央教育審議会大学分科会大学院部会（第103回／令和３年）資料



論点整理 認証評価の指摘事項
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論点② カリキュラム
・大学院と学部で同時開講している授業科目はありますか？
・専攻分野に関連する分野の基礎的素養を涵養するようなカリキュラムはあり
ますか？

・研究指導を実質的に単位化していますか？
例 国際政治学特別演習Ⅱ（月曜３・４限） 実際は？

◆指摘キーワード「コースワーク」
・体系的なカリキュラム を組み立てにくい
・学部と大学院のレベル差を明確にすることが容易ではない 分野もある

論点③ 研究指導／学位授与
・大学院設置基準に定められている研究指導計画はどのように策定していますか？
・論文審査基準について、過去に認証評価で指摘されたことはありますか？
・主査と副査の人数や、副査を選ぶルールは明文化されていますか？
・単位修得退学後の学位審査の手続きはどのようになっていますか？

◆指摘キーワード「より客観的に」
・明文化することが難しい
・組織で統一することが難しい 分野もある
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論点整理 今後対応が求められること
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論点④
・他の大学院又は研究所等において必要な研究指導を委託している例はありますか？
・入学前に自大学の大学院で修得した単位数によって、在学期間を短縮することは
していますか？

・大学院生向けの経済支援などがあれば教えてください。
・大学院の学生対応で困った事例があれば教えてください。

◆社会人学生を増やすための環境整備
・制度改正を活かす
・フルタイム学生とは違った「問題行動」の発生

◆教育情報の公表項目が増える
・来年４月施行

◆基幹教員制度は大学院へいつ導入されるのか？

◆中央教育審議会の動向（高等教育の在り方に関する特別部会 など）
・学部＋修士５年プログラム
・経営の文脈としての大学院拡充

大学院教務の体制強化 が求められる時代へ
© 2024 Miyabayashi Tsunetaka
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（出典）文部科学省WEBサイト
https://www.mext.go.jp/content/20240930-mxt_daigakuc01-000038234_1.pdf



12（出典）文部科学省WEBサイト
https://www.mext.go.jp/content/20240930-mxt_daigakuc01-000038234_1.pdf



13（出典）中央教育審議会大学分科会高等教育の在り方に関する特別部会（第13回／令和６年）資料
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